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島家住宅トイレ改修工事　仕様書 

１　工事名称　　令和８年度 島家住宅トイレ改修工事 

（建築・衛生・電気工事一式） 

２　工事場所　　城里町大字上古内 480-1 番地（島家住宅母屋内） 

　　　　　　　　※改修範囲：トイレ室一式 

３　工　　期　　契約日の翌日から令和８年 11 月 30 日 
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1. 総則 

1.1 施工者は、本仕様書および添付図面・添付数量表に基づき、工事を完成させ

ること。 

1.2 施工前に現場確認を行い、施工計画（工程・養生・安全）を監督員へ提出す

ること。 

1.3 主要材料・主要機器は、添付仕様を基準とし、同等以上の性能・仕様とする

こと。 

1.4 同等以上品の採用にあたっては、カタログ・性能値・施工要領等の資料を提

出し、監督員の承諾を得ること。 

1.5 施工不良・手戻り・仕様逸脱は施工者の責任とする。 

2. 工事概要 

2.1 工事名称：令和８年度 島家住宅トイレ改修工事 

2.2 工事場所：添付図面による（改修範囲：トイレ室一式） 

2.3 工事内容（主工事） 

本工事は、島家住宅における既存トイレの老朽化及び利便性の向上を図るた

め、改修を行うものであり、施設の機能改善及び利用環境の向上を目的とするも

ので、本工事の概要は次のとおりとする。 

· 建築工事：既存撤去、下地補修、防水・防湿、内外装仕上、シーリング、復旧 

· 衛生設備：便器等の更新、給排水の更新、試験 

· 電気設備：照明・スイッチ・配線等更新、測定 

· 浄化槽関連：添付図面に基づく据付・接続・試運転 

3. 適用図書 

本仕様書は、下記を同等に適用する。 

3.1 添付図面（配置図、改修平面図、改修面図、詳細図、設備図） 



3.2 添付数量表（直接工事費内訳） 

3.3 添付「仕上げ明細書」「衛生器具表」「電気図」「単価根拠資料」等 

3.4 メーカー施工要領書（主要材料・主要機器） 

4. 工事条件 

4.1 施工範囲：添付図面の改修範囲に従うこと。 

4.2 施工期間：契約日の翌日から令和８年 11 月 30 日 

4.3 居住者影響：騒音・粉塵・粉塵飛散を抑制し、必要箇所の通行確保を行うこ

と。 

4.4 廃材処理：法令・分別に従い、適正に搬出・処分すること。 

5. 施工一般共通事項 

5.1 施工計画 

· 施工者は施工計画書（工程・養生・安全・品質管理）を提出すること。 

· 主要工程ごとに品質確認（下地確認、防水確認、器具取付確認等）を行うこと。 

5.2 養生・清掃 

· 既存仕上や搬入経路は適切に養生すること。 

· 各工程完了時に清掃し、清掃不良による手戻りは施工者負担とする。 

5.3 品質管理 

· 下地の清掃、乾燥、浮き・欠損の除去、取り合い納まりを確認すること。 

· 防水・防湿・シーリング・塗装等はメーカー推奨条件とすること。 

5.4 安全衛生 

· 仮設（必要に応じガードフェンス等）を設け、第三者災害防止を行うこと。 

· 感電・転倒・飛散防止の対策を徹底すること。 



6. 建築工事仕様 

6.1 既存撤去 

· 図面指示範囲の既存仕上・下地を撤去すること。 

· 撤去端部は復旧できるよう整形し、周辺損傷を防止すること。 

· 撤去材は分別・適正処理し、搬出証明等を整理すること。 

6.2 下地補修・整形 

· 撤去後の下地劣化部を調査し、必要に応じ補修・補強を行うこと。 

· 端部・開口周りは防水・防湿の連続性が確保できる形状とすること。 

6.3 防水・防湿 

· トイレ室は漏水対策を前提として、添付図面に基づき防水層を施工すること。 

· 立上り、端部、貫通部、器具周りはメーカー仕様に従い確実に処理すること。 

· 防水層に不具合がある場合は補修し、監督員確認を受けること。 

6.4 仕上（床） 

· 添付仕上明細に基づき床仕上を施工すること（同等以上）。 

· 目地・端部は防水性を損なわない納まりとすること。 

6.5 仕上（壁・天井） 

· 壁・天井仕上は添付図面・仕上明細に基づき施工すること（同等以上）。 

· 壁と床の取り合いは防水・防臭に支障のないよう処理すること。 

6.6 シーリング 

· 見切り、建具周囲、端部等のシーリングは添付区分の材料仕様を基準とし、同等

以上で施工すること。 

· プライマー等の要否はメーカー仕様に従うこと。 

 



7. 設備工事仕様 

7.1 衛生設備 

7.1.1 便器取替 

· 添付器具表を基準に、便器等を同等以上で更新すること。 

· 取付はがたつき・傾きのないよう調整し、防水・防臭の納まりとすること。 

7.1.2 配管・接続 

· 給水・排水は図面ルート・高さ・勾配を遵守すること。 

· 接続部は漏水確認後に復旧すること。 

· 保温等が必要な箇所は同等以上の仕様で施工すること。 

7.1.3 試験 

· 通水試験および排水試験を実施し、漏水・逆流・詰まりのないことを確認するこ

と。 

· 記録を提出すること。 

7.2 電気設備 

7.2.1 器具取付 

· 図面に基づき照明器具・スイッチ等を同等以上で取付すること。 

· 湿気環境を考慮し、必要な防水・防塵処置を行うこと。 

7.2.2 配線・結線 

· 配線は図面・仕様に従い、締結不足がないよう施工すること。 

· 回路・結線・系統の誤りがないことを最終点検すること。 

7.2.3 測定 

· 絶縁抵抗・導通等、必要測定を行い測定記録を提出すること。 



8. 浄化槽関連 

8.1 添付図面に基づき据付・接続（電源、配管、放流）を行うこと。 

8.2 試運転（動作確認）と必要な確認を行い、監督員に報告すること。 

8.3 周辺の安全対策（転落・立入防止等）を行うこと。 

9. 施工写真・記録・提出書類 

提出は以下を基本とする。 

· 施工計画書・工程表 

· 材料承諾書（同等以上根拠含む） 

· 施工写真（着工前、撤去後、下地・防水・シーリング、設備据付、復旧、完成） 

· 試験・測定結果（衛生：通水・排水、電気：測定） 

· 取扱説明書・保証書（主要機器） 

· 廃棄物処理関連書類（該当時） 

10. 変更・追加工事の扱い 

· 既存躯体の予期せぬ不具合が判明した場合は、監督員と協議し必要な変更手続

きを行うこと。 

· 仕様性能要件を満たすための調整は監督員の指示による。 

11. 添付資料との整合（確認事項） 

施工者は以下を最終確認し、監督員へ照合報告すること。 

· 防水・防湿範囲（立上り端部・貫通部・器具周り） 

· 便器・配管の接続納まり（防水・防臭） 

· シーリング範囲（見切り、建具周囲、端部） 

· 電気器具の納まり・測定結果 

· 数量表と実施工の整合 



12. 費用負担 

 

・工事を行う際に使用する工具等、その他消耗品の費用は受注者が負担するも 

のとする。 

・その他、工事に要する費用は受注者が負担するものとする。 

 

　13．検査 

 

　・工事完了後、発注者の完了検査を受けること。 

　・手直しが必要な場合は、速やかに対応すること。 

 

　14．法令等遵守 

 

　・受注者は工事の施工にあたり、関連する最新の法令、規則、指針、マニュア 

ル等を遵守し、工事を行わなければならない。 

　・本仕様書に定めのないものについて、工事の施工遂行上で必要と思われるも 

のについては、発注者と協議のうえ施工しなければならない。 

 

　15．その他 

 

　・島家住宅は国登録文化財であることから、既存構造材及び仕上材を損傷しな 

いよう十分に注意し、施工すること。 

・設計図書に疑義が生じた場合は、監督員と協議すること。 

　・軽微な変更については、請負金額の範囲内で対応すること。 

　・本仕様書に定めのない事項については、発注者の指示によること。



現場代理人の兼務に関する特記仕様書 

 

 

 

１　本工事は、現場代理人の兼務対象工事とする。 

 

２　兼務の対象となる工事は、仕様書等で現場代理人が兼務することを認める旨の条件

を付したものとする。 

 

３　城里町発注工事のほか、工事の場所が城里町内であり、許可が得られたものであれ

ば、他の公共団体等発注の工事であっても兼務することができる。 

 

４　現場代理人の兼務は、予定価格が４，０００万円（税込）未満の工事を２件までと

する。ただし、同一現場内の工事に限り３件までとする。 

 

５　現場代理人が工事を兼務するときは、あらかじめ「様式第１号（５条関係）現場代

理人兼務届」により届け出なければならない。この場合において、受注者は、連絡員

を指名のうえ届け出るものとする。ただし、同一現場内の工事については、連絡員の

届け出を必要としない。 

 

６　連絡員は、次の条件を満たすものでなければならない。 

　（１）受注者と直接的な雇用関係のある者（当該工事に係る下請業者と直接的な雇用

関係のある者を含む。）であること。 

　（２）建設業許可における営業所ごとの専任技術者又は経営管理責任者でないこと。 

　（３）他の工事の現場代理人、主任技術者及び連絡員でないこと。 

 

７　兼務にあたって、現場代理人は、一方の現場に偏ること無く適切に現場を管理しな

ければならない。 

 

８　作業期間中に現場代理人がほかの工事の兼務のために不在となるときは、連絡員を

当該現場に滞在させなければならない。 

 

９　兼務に係る工事について、安全管理や工程管理等の施工管理体制に不備が生じた場

合は、当該現場代理人の兼務は取り消され、常駐できる現場代理人を選定しなくては

ならない。その後の当該受注者に係る城里町発注工事においては、新たな現場代理人

の兼務を４か月間認めない。 

 

 



様式第１号（第５条関係） 
 

※　添付書類：上記全ての工事に係る位置図，工程表及び連絡員の雇用関係を証明するもの。 

　　□箇所については，該当する項目に☑をすること

 年　　月　　日 

現場代理人兼務届 
 

城里町長　様 

 

受注者名 

 現 場 代 理 人 氏名 連絡先

 上記工事の現場代理人は，下記工事の現場代理人を兼務します。 

なお，兼務する双方の工事の施工にあたっては，関係法令等を遵守し，安全管理，工程管理

等万全を期し，万一施工が不適切と判断されたときは，兼務の取消しをされてもいかなる異議

を申しません。
 

１

現
在
契
約
し
て
い
る
工
事

工 事 名

 工 事 場 所

 工 期 　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

 請 負 金 額

 連 絡 員 氏名 連絡先

 

２

□
新
た
に
兼
務
を
す
る
工
事 

□
現
在
契
約
し
て
い
る
工
事

工 事 名

 工 事 場 所

 工 期 年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

 請 負 金 額

 連 絡 員 氏名 連絡先

 

３

新
た
に
兼
務
を
す
る
工
事

工 事 名

 工 事 場 所

 工 期 年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

 請 負 金 額

 連 絡 員 氏名 連絡先

 
□

連絡員は，建設業許可における営業所の専任技術者，経営管理責任者，又は他の工事の

現場代理人，主任技術者及び連絡員ではありません。
 □ 同一現場内の工事のため，連絡員の届け出は行いません。

 
年　　月　　日 

 

◎　現場代理人を兼務することを承認します。 
 

　会社名　　　　　　　　　　 

　代表者名　　　　　　　　　　　様 
 

　　城里町長　　　　　　　　　　　　印 

 課 長 課長補佐 係 長 係
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男女兼用トイレ１
　
　
階

女子専用トイレ

大便器トイレ→

室　　　　名

床

階

外部・内部仕上表令和８年度島家住宅トイレ改修工事

小便器トイレ→ 既存：ｱ120土間コンクリート：撤去

既存：ｱ120土間コンクリート：撤去

モルタル下地モザイクタイル貼：撤去

モルタル下地モザイクタイル貼：撤去

ｱ9+12耐水合板＋ｱ2.5塩ビタイル貼：新設

根太：60ｘ45＠303杉特等：新設

根太：60ｘ45＠303杉特等：新設

ｱ9+12耐水合板＋ｱ2.5塩ビタイル貼：新設

ｱ9+12耐水合板＋ｱ2.5塩ビタイル貼：新設

根太：60ｘ45＠303杉特等：新設

ア15　杉板張り：撤去

ア15　杉板張り：撤去

根太：40ｘ45＠303杉：撤去

根太：40ｘ45＠303杉：撤去

根太：40ｘ45＠303杉特等：新設

Ｈ

壁　　　（腰）巾　　　　木

75ソフト巾木：新設

ソフト巾木：新設 75

ア15モルタル下地100角陶器質タイル貼H800：撤去

ア15モルタル下地100角陶器質タイル貼H800：撤去

ｱ12.5PB下地ビニールクロス貼り：新設

ｱ12.5PB下地ビニールクロス貼り：新設

竹小舞+土壁下地漆喰塗：既存のまま（一部撤去）

竹小舞+土壁下地漆喰塗：既存のまま（一部撤去）

竹小舞+土壁下地漆喰塗：既存のまま（一部撤去）

ｱ12.5PB下地ビニールクロス貼り：新設

ｱ9耐水合板+ア15　杉板張り上小節+RA種の上OSCL：新設

備考

廻り縁

45ｘ45野縁　赤松特等：新設

ア9.5PB下地 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り：新設

45ｘ45野縁下地ア9杉板張り：撤去

ア9.5PB下地 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り：新設

45ｘ45野縁　赤松特等：新設

45ｘ45野縁下地ア9杉板張り：撤去

45ｘ45野縁下地ア9杉板張り：撤去

ア9.5PB下地 ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り：新設

45ｘ45野縁　赤松特等：新設

36ｘ36杉：撤去

36ｘ36杉：撤去

36ｘ36杉：撤去

天　　　　　井

大便器、手洗い、換気扇：新設

大便器、手洗い、換気扇：新設

小便器、ドア、壁、窓：撤去

小便器、ドア、壁、窓：撤去

壁、窓：撤去

壁、建具：撤去

・塩ビタイル ｱ2.5　450ｘ450　ワイドモルタル (サンゲツ)　又は同等品以上

壁材

・ビニールクロス

・キッチンパネル

リザーブ（サンゲツ）又は同等品以上

ｱ3　グラビオLA（大建工業）又は同等品以上

・ビニールクロス

天井材

リザーブ（サンゲツ）又は同等品以上

外壁

腰壁

窓

既存：木製窓、木製出窓、木製格子：撤去

アルミサッシ：新設　（YKK：エピソードⅡ　NEO同等品以上）

ア9.5耐力面材（吉野石膏　タイガーハイパーEX）+透湿防水シート（DUPON　タイベック）

既存：モルタル壁　そのまま

+通気横胴縁45ｘ18＠455（エアホール付き赤松）

+ｱ14サイディング縦張り（ニチハモエンサイディングＭ）同等品以上

屋根
既存：　そのまま

内部仕上げ表

外部仕上げ表

戸袋用鏡板
既存：ア12　杉板張り：撤去

屋外階段 ｱ100土間コンクリート+ｱ100砕石（C40-0）新設

ノンスリップ　SUSアンカー付き　（ナカ工業　ST-40U　同等品以上）

手摺　アルミ形材（リクシル　UD手摺　同等品以上）

既存：ｱ9杉板張：撤去　　漆喰壁：そのまま

ソフト巾木：新設 75

・ソフト巾木 H75　ソフトカラー巾木 (サンゲツ)　又は同等品以上

Ａ－1

ア12　杉板上小節W120張り+素地拵えA種の上SOP：新設
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1:200

井戸

給水タンク

軒の出

軒の出

トイレ

島家住宅

軒の出

竹林

1,500

軒の出
出入口

出入口

軒の出

倉庫

蔵

小屋

床面積 173.52ｍ２

　令和８年度島家住宅トイレ改修工事

敷地内浸透装置（５人槽用）：新設

合併浄化槽５人槽：新設

点線内工事部分を示す

配置図 A-2
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囲炉裏
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コンクリートたたき

コンクリートたたき
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土間

和室

1,240 910 913 3,763

21,896
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6,6004,7003,770
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縮
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図
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図
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トイレ

廊下

広縁
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9
4
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7
5
5

4
,
7
1
5

9
4
0

7
,
3
5
0

トイレ

1:70

地窓

既存平面図令和８年度島家住宅トイレ改修工事

改修部分

A-3
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称

縮
尺

担
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付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

　

1
,
6
9
5

9
4
0

7
5
5

床の間

和室Ｃ

7
2
0

和室

1,240 910 913

（工事部分）

1:30

既
存
壁
撤
去

既
存
壁
撤
去

既存建具+壁撤去

既存地窓撤去 既存窓撤去

既
存
窓
撤
去

既存木製窓+格子撤去

既存木製窓+格子撤去

令和８年度島家住宅トイレ改修工事 既存平面詳細図

既存柱105角撤去

トイレ トイレ

廊下

広縁

既
存
床
撤
去

既存鏡板撤去

既
存
建
具
撤
去

既存人研ぎ流し

撤去

A-4
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称
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担
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名

図
　
番

図
　
名

　
1：30

FL

既存土台天端

又は腐食などが出てきた場合は係員と打合せの上決定とする。

屋根：既存のまま 屋根：既存のまま

既存モルタルとの取り合い部
モルタル金鏝仕上げ

木軸下地ラスボード下地

窓解体撤去

シーリング

既存モルタルそのまま利用

既存モルタルそのまま利用

既存南面 既存北面

ｗ560＊ｈ200
木製窓撤去

ｗ1080＊ｈ150

令和８年度島家住宅トイレ改修工事
(北、南立面)

既存立面図

1
,
1
8
0

5
8
0

（W1900ｘＨ900、格子24ｘ40）

1
4
0

1
,
1
0
0

2
,
5
4
0

（上からサイディング張）

（上からサイディング張）

外壁：既存杉板そのまま

外壁：漆喰部分そのまま 外壁：漆喰部分そのまま （上からサイディング張る）

木製窓+木製格子：撤去

（ｗ740ｘH410、格子24ｘ40）

外壁：ｱ9杉板：撤去

柱、梁を除き撤去、但し撤去部以外の部材、

既存モルタルのまま再利用

但し予定外の部材又は腐食等が出てきた場合は係員と打合せの上決定とする

外壁：ｱ9杉板：撤去

木製窓+木製格子：撤去

A-5
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尺

担
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日
付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

　
(西立面)

1：30

既存立面図

既存　西面

FL

既存土台天端

令和８年度島家住宅トイレ改修工事

1
,
1
4
0

1
,
4
0
0

1,050

2
,
5
4
0

5
8
0

又は腐食などが出てきた場合は係員と打合せの上決定とする。

柱、梁を除き撤去、但し撤去部以外の部材、

既存モルタルのまま再利用

但し予定外の部材又は腐食等が出てきた場合は係員と打合せの上決定とする

既存モルタルそのまま利用

（上からサイディング張）

外壁：漆喰部分そのまま

外壁：ｱ9杉板：撤去

木製窓+木製格子：撤去

（W760ｘＨ410、格子24ｘ40）

木製窓+木製格子：撤去

（W900ｘＨ930、格子24ｘ40）

4
6
0

鏡板：ｱ12杉板：撤去

A-6



既存漆喰塗：そのまま
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印

名
　
称

縮
尺

担
当

日
付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

　
1:30

令和８年度島家住宅トイレ改修工事

便槽GLまで山砂で埋める

木製窓撤去

撤去
木製建具
撤去

木製建具

木製建具

木製建具

便槽GLまで山砂で埋める

人研ぎ流し撤去

木製ドア撤去

撤去

柱撤去
柱再利用出窓　撤去

トイレ展開図

北面

東面
西面

南面
北面

廊下

廊下

廊下

　廊下

2
,
1
0
0

8
0
0

9
6
6

1,240 910 940 755 755 940

1,240 910 910 1,240910910

2
,
1
0
0

8
0
0

9
6
6

既存漆喰塗：そのまま

下地ｱ15モルタル：撤去
下地ｱ15モルタル：撤去

下地ｱ15モルタル：撤去

腰壁：１００角タイル：撤去
腰壁：１００角タイル：撤去

腰壁：１００角タイル：撤去
小便器：撤去

トイレ床コンクリート：撤去
大便器：撤去

既存土台：再利用 既存土台：再利用 既存土台：撤去 既存土台：再利用

既存漆喰塗：そのまま

既存漆喰塗：そのまま

1
,
7
6
0 木製ドア撤去

人研ぎ流し撤去

既存漆喰+土壁+竹小舞：撤去

既存漆喰+土壁+竹小舞：撤去

既存漆喰+土壁+竹小舞：撤去

既存漆喰塗：そのまま

既存漆喰塗：そのまま

人研ぎ流し撤去

木製出窓：撤去

木製出窓：撤去

既存漆喰のまま

既存展開図

（工事部分）
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和室Ｂ

床の間 押入

押入

和室Ｃ

和室Ａ

浴室
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0

囲炉裏

和室
和室

コンクリートたたき

コンクリートたたき

土間

320

4
3
0

2
0
5

3
0
0

345

395

4
5
0

4
0
0

360

土間

和室

床面積　173.52ｍ２

広縁

1,240 910 913 3,763 3,770 4,700 3,150 910 2,540

21,896

3,763913

1,835

3,795 2,805

6,6004,7003,770

19,746

9
4
0

SRS浸透層５人槽用：新設

合併浄化槽（5人槽ポンプ付き）：新設

浄化槽用ブロアー

工事範囲

屋外階段：新設

　令和８年度島家住宅トイレ改修工事 改修後平面図 A-8
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床の間 押入
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1,240 910 913 3,763

9
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5
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5

既存床のまま

800

9
2
0

470460

既存のまま

下がり壁を境に

壁、天井は既存のまま

和室Ｃ

1.850ｍ2
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印
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称

縮
尺

担
当

日
付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

　
1:30

＋580

＋580

＋500

WD

　　令和８年度島家住宅トイレ改修工事
改修後

平面詳細図

AW

1

＋580

女子専用トイレ

既存下がり壁

屋外階段：新設

床見切：15ｘ90　杉無節：新設

下地処理RAの上OSCL

ドア：新設

浄化槽ブロアー：新設

サッシ：新設

サッシ：新設

既存コンクリート便槽　深さ750

底板コンクリートはつり水抜き孔穴あけ（100角程度）

山砂にて埋める

外壁：新設

外壁：新設

壁：新設

壁
：
新
設

壁
：
新
設

手摺：新設

985

下地処理RA種の上ＳＯＰ

見切：60角杉特等

ア0.4ガルバリウム鋼板巻きAW

1

合併浄化槽（5人槽）ポンプ付：新設

45ｘ105杉特等：新設

床見切：15ｘ90　杉無節：新設

壁見切：24ｘ24　杉上小節：新設

下地処理RAの上OSCL

下地処理RB種の上EP-G（A種）
＋580

男女兼用トイレ

WD
1

枠：杉21ｘ115上小節：新設
下地処理RB種の上EP-G（A種）

6
2
1

ド
ア
：
新
設

621

2

鏡板：既存撤去後新設

ｱ12杉板上小節W120

365

3
6
5

AW-1　 03607
縦辷り(ｶﾑﾗｯﾁ)
複層型ガラス
3+A12+4

カムラッチハンドル
YKKエピソードⅡNEO同等品以上

上下網戸

凡例

既存化粧柱105角　杉

A-9
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＋200
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9005

0
0

＋ 50

3
0
0

3
0
0

9
0
0

1,067
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称
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尺

担
当

日
付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

　
1:30

トイレ南面　工事範囲
トイレ北面　工事範囲

（現在汚泥なし）

既存土台天端

FLFL

雨水浸透孔　底板に水抜き孔100角程度空ける（はつり孔）

汲み取り便槽

既存コンクリート性

改修後立面図

(北、南立面)

910 910 1,240

7
5
0

130 800 130 470 130 360 130

2
,
5
4
0

5
8
0

外壁：ｱ14サイディング縦張り：新設

通気横同縁：45ｘ18＠455：新設
＊エアホール付き　赤松

透湿防止シート貼

＊DUPON　タイベック同等品以上

ア9.5耐力面材張
＊吉野石膏　タイガーハイパーEX同等品以上

＊ニチハ：モエンサイデイングM14又は同等品以上

外壁：ｱ14サイディング縦張り：新設

通気横同縁：45ｘ18＠455：新設
＊エアホール付き　赤松

透湿防止シート貼

＊DUPON　タイベック同等品以上

ア9.5耐力面材張
＊吉野石膏　タイガーハイパーEX同等品以上

＊ニチハ：モエンサイデイングM14又は同等品以上

屋根：既存のまま

山砂を充填し孔を埋める

水切：ア0.4ガルバリウム鋼板加工：新設

水切：ア0.4ガルバリウム鋼板加工：新設

水切：ア0.4ガルバリウム鋼板加工：新設

既存腰壁：モルタル部：再利用

既存腰壁：モルタル部：再利用

アルミサッシ：新設

令和８年度島家住宅トイレ改修工事 A-10



1,050
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称

縮
尺

担
当

日
付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

　
(西立面)

1:30

既存コンクリート便槽
解体撤去はしない

土を充填し

FL

既存土台天端

踏み面　モルタル刷毛引き仕上げ

雨水水抜き孔はつり

階段詳細図 1：30

1,695

7
5
0

5
8
0

1
0
0

改修後立面図

鏡板：ｱ12杉板上小節W120：新設

下地処理RA種の上SOP

屋根：既存のまま

アルミサッシ：新設

外壁：ｱ14サイディング縦張り：新設

通気横同縁：45ｘ18＠455：新設
＊エアホール付き　赤松

＊ニチハ：モエンサイデイングM14又は同等品以上

透湿防止シート貼

＊DUPON　タイベック同等品以上

ア9.5耐力面材張
＊吉野石膏　タイガーハイパーEX同等品以上

2
,
5
4
0

1
,
1
4
0

1
,
4
0
0

4
9
0

手摺：30φH800
リクシル：UD手摺　同等品以上
上部笠木1段仕様、ベースﾌﾟﾚｰﾄ式

アール型キャップA型

段鼻　SUSノンスリップアンカー付　ナカ工業：ST-40U同等品以上
階段コンクリート：モルタル金鏝仕上げ

水切：ア0.4ガルバリウム鋼板加工：新設

既存腰壁：モルタル部：再利用

令和８年度島家住宅トイレ改修工事 A-11

トイレ西面　工事範囲

1
5
0
1
50

15
0

D10＠200タテヨコ

コーナー筋D13

砕石ア100

5
0

1
0
0

300300
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0

5001,500
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尺
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付 社
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図
　
番

図
　
名

　

1,240 1,695 1,240 1,695

910 913 940 1,823

FL

FL

A B C D

B C DA

既存屋根勾配にて現場合わせにて決める

2
,
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0

1
,
8
0
0

7
0
0

2
,
1
0
0

1
,
8
0
0

8
0
0

8
0
0

940

1:30

下地処理RB種の上EP-G（A種）

壁見切：20ｘ30杉上小節：新設

壁見切：20ｘ30杉上小節：新設

下地処理RB種の上EP-G（A種）

男女兼用トイレ

女子トイレ

枠：杉21ｘ115上小節：新設

下地処理RB種の上EP-G（A種）

枠：杉21ｘ115上小節：新設
下地処理RB種の上EP-G（A種）

改修後展開図1　令和８年度島家住宅トイレ改修工事
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2
,
0
3
0

365

365

ｱ3ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ：新設（大建工業：グラビオLA同等品以上）

ｱ3ｷｯﾁﾝﾊﾟﾈﾙ：新設（大建工業：グラビオLA同等品以上）

1
,
1
0
0

700

1
,
1
0
0

750

見切：21角杉上小節　下地処理RB種の上EP-G（A種）

見切：21角杉上小節　下地処理RB種の上EP-G（A種）
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図
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廊下

755 755
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下地処理RB種の上EP-G（A種）

下地処理RB種の上EP-G（A種）

　令和８年度島家住宅トイレ改修工事 改修後展開図2 A-13

壁見切：24ｘ24杉上小節：新設

壁見切：24＊24杉上小節：新設



改修後

建具表
検
印

名
　
称

図
　
名

縮
尺

担
当

日
付 社

　
名

図
　
番

1/50

場　　　所

見　　　込

材質・仕上

硝　　　子

形　　　式

記 号 ・ 数 量

形　　　状

ＷＤ ＷＤ

1 2

金　　　物

令和８年度島家住宅トイレ改修工事

男女兼用トイレ

上吊り片引き戸　ｱｳﾄｾｯﾄ　ＬＩＸＩＬラッシッサＳ　同等品以上

色未定

ノンケーシング　入隅用

Wソフトモーション、表示錠、引手、固定ガイドピン

ＡＳＡＬ-Ｗ-１３２０ＪＲ-未定-ＡＡ‐２－ＡＥ-６

上吊り片引き戸　ｱｳﾄｾｯﾄ　ＬＩＸＩＬラッシッサＳ　同等品以上

色未定

ノンケーシング　入隅用

Wソフトモーション、表示錠、引手、固定ガイドピン

女子トイレ

ＡＳＡＬ-Ｗ-１３２０ＪＬ-未定-ＡＡ‐２－ＡＤ-６

2
,
0
3
0

621

2
,
0
3
0

621

Ａ－14



検
印

名
　
称

縮
尺

担
当

日
付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

1:200

井戸

給水タンク

軒の出

軒の出

トイレ

島家住宅

軒の出

竹林

1,500

軒の出
出入口

出入口

軒の出

倉庫

蔵

小屋

床面積 173.52ｍ２

　

工事車両通路

5,000

仮設伸縮ゲートｗ5000

配置図

（仮設計画図）
令和８年度島家住宅トイレ改修工事

材料置き場

ｈ1200

敷地内浸透装置（５人槽用）：新設

合併浄化槽５人槽：新設

点線内工事部分を示す

仮囲いガードフェンスｈ：1800

仮囲いガードフェンスｈ：1800

仮囲いガードフェンスｈ：1800
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称

縮
尺

担
当

日
付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

1:200

井戸

給水タンク

軒の出

軒の出

トイレ

島家住宅

軒の出

竹林

1,500

軒の出
出入口

出入口

軒の出

倉庫

蔵

小屋

床面積 173.52ｍ２

　 配置図

H＝4ｍ１本
H＝1.5～2.0ｍ６本程度

（雑木伐採計画図）
令和８年度島家住宅トイレ改修工事

この範囲雑木伐採伐根

敷地内浸透装置（５人槽用）：新設

合併浄化槽５人槽：新設

点線内工事部分を示す
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床の間 押入

押入

和室Ｃ

和室Ａ

浴室

7
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囲炉裏

和室
和室

コンクリートたたき

コンクリートたたき

土間
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4
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2
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345
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4
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0
0

360

土間

和室

床面積　173.52ｍ２

広縁

1,240 910 913 3,763 3,770 4,700 3,150 910 2,540

21,896

3,763913

1,835

3,795 2,805

6,6004,7003,770

19,746

9
4
0

SRS浸透層５人槽用：新設

合併浄化槽（5人槽ポンプ付き）：新設

浄化槽用ブロアー

工事範囲
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縮
尺

担
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日
付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

　
1:70

既設配電盤

EM-EEF1.6-3C

開閉器 ELB2P20A× 1 増設

　令和８年度島家住宅トイレ改修工事 E-1電気図１



1
,
6
9
5

9
4
0

床の間 押入

1,240 910 913 3,763

9
5
5

7
5
5

和室Ｃ

女子専用トイレ

男女兼用トイレ

1

6
2
1

621

合併浄化槽（5人槽）ポンプ付：新設

浄化槽ブロアー：新設

VP
50

●

●

●

ET

ET

FAN

FAN

WP,ET

WP,ET

V
P1

00

汚水用小口径桝

浄化槽ポンプ

付属ケーブル (PF22)

付属ケーブル (PF22)

A

A

A

VP100 VP100

検
印
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称

縮
尺

担
当

日
付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

　
1:30

E-2

照明コンセント図

　　令和８年度島家住宅トイレ改修工事
改修後

●

A ダウンライト　６０形電球１灯器具相当

LED

EEF1、6.2C

EEF1、6.3C

F用ジョイントBOX



検
印

名
　
称

縮
尺

担
当

日
付 社

　
名

図
　
番

図
　
名

1:200

井戸

給水タンク

軒の出

軒の出

トイレ

島家住宅

軒の出

竹林

1,500

軒の出
出入口

出入口

軒の出

倉庫

蔵

小屋
今回工事

床面積 173.52ｍ２

既存バルブ

既存１３ｍｍメーター

ポンプ付き合併浄化槽

既存給水管VP13
VP13

排水敷地内浸透装置

　

5人漕

排水敷地内浸透装置SRS施工上の注意

1.隣地境界、及び建物から1ｍ以上離す。

2.粘土質土壌には施工しない事。

3.その他SRS装置施工上の注意を厳守の事

浄化槽人槽算定について

P-1

既存給水管へ接続

5人用

用途、住宅、床面積173.5ｍ２という条件

で算定すると７人槽となるが、利用頻度が

月一回の燻蒸会、年２会のお茶会と利用

頻度が少ないため、７人槽では浄化槽の

性能が発揮できない可能性あるので

５人槽しました。

（県建築指導課とメーカー打合せ済）

令和８年度島家住宅トイレ改修工事

敷地内浸透装置

合併浄化槽５人槽

別紙詳細参照

給排水配置図
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,
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SRS浸透層５人槽用：新設

合併浄化槽（5人槽ポンプ付き）：新設

浄化槽用ブロアー

　令和８年度島家住宅トイレ改修工事

HIVP13
既存給水管より分岐

既存１３ｍｍ給水管

水抜き水栓１３

以降詳細図参照

別紙詳細図参照

Ｐ-2給排水全体平面図



1
,
6
9
5

9
4
0
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既存床のまま
和室Ｃ

WD

女子専用トイレ

浄化槽ブロアー：新設

男女兼用トイレ

WD
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図
　
名

　
1:30

　　令和８年度島家住宅トイレ改修工事
改修後

2
,
4
0
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V
P1
00

水抜き栓（凍結防止）

VP100

VP
10
0

VP
10
0

VP100 VP100

COA100

13VB

1
3
VB

13VB
13VB

13VB

VP40

VP
40

合併浄化槽（5人槽）ポンプ付：新設

（フジクリーンCA-5型又は同等品以上）

流入桝塩ビ性300π

放流管VP30

放流管VP30

排水敷地内浸透装置

SRS-CV21-EPS型

2250*1050

オーバフロー用浸透ます桝塩ビ性300π

器具表

腰掛便器

名称

CS400B ピアレストEXシリーズ

密結タンクSH400BA

棚付き２連紙巻き器YH63BKS 他付属一式

コンパクト手洗い LSL870APR 壁掛け手洗い器セット ハンドル式単水栓

換気扇 V08PS8 パイプファン100π75ｍ3/ｈ　１π100Ｖ4.2Ｗ

ベンドキャップ100π共

品番、型式

２組

２組

２台

P-3
給排水詳細図

ウォシュレットTCF4744AK

コンパクト手洗い

コンパクト手洗い

換気扇

換気扇

腰掛便器

腰掛便器

汚水用小口径桝 150-100

（－３００）３か所

（-900）

（-900）

床置き床排水便器



名　称

設計年月日 設　計 検　図 図　番 縮　尺

標　準　図

２ ０
１

ＣＡ－５型

仕　様　表

５人処理対象人員

設計番号

型式名称

汚水量

流入水質

放流水質

　一　般　事　項

　 コンク リート 　 　 　 Ｆ ｃ＝２ １ Ｎ／ｍｍ ２

　鉄　 　 　 　筋　 　 　 Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ

　定着及継手　 　 　 　 ４ ０ ｄ

　開口補強筋　 　 　 　 Ｄ １ ３ シングル

　地　 　 　 　業　 　 　砕石又はＲ Ｃ 　 ４ ０～０

ＬＷＬ

ＨＷＬ

４ ４

５

接触ろ床槽　ろ材
（ ロール状 ）

接触ろ床槽　ろ材
（板状 ）

4 8 5 4 8 5

9 7 0

Ｇ ． ＬＧ ． Ｌ3
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
7
5
0

1
4
5
0

Ｄ １ ０＠２ ０ ０ シングル

Ｂ－Ｂ断面図　 １／２ ０

Ｄ １ ０＠２ ０ ０ シングル

散気管

循環エア リ フ ト ポンプ

ブロワ 　平 ・断面図　 １／２ ０

１ ． ０ ０ ｍ ３／ｄ

Ｂ ＯＤ 　 ２ ０ ｍ ｇ／Ｌ

Ｂ ＯＤ ２ ０ ０ ｍ ｇ／Ｌ Ｓ Ｓ 　 １ ６ ０ ｍ ｇ／Ｌ

Ｓ Ｓ 　 　 １ ５ ｍ ｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ 　 ４ ５ ｍ ｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ 　 ２ ０ ｍ ｇ／Ｌ

ＣＯＤ １ ０ ０ ｍ ｇ／Ｌ

ＣＯＤ 　 ３ ０ ｍ ｇ／Ｌ

ブロワよ り

1 7 0 0

9
7
0

水準目安線循環移送管

流入管φ１ ０ ０

Ｂ

φ１ ３

ブロワ

5
0

5
0

8
7
0

5 5 1 5 9 0

Ａ

臭突口φ５ ０

２１

４

Ｂ汚泥移送管

人槽表示位置

５

送気口φ１ ３

清掃孔 清掃孔

2 2 1 0

１

６

ＷＬ
ＨＷＬ

ＬＷＬ ３

1
1
5
0

1
0
0

マンホールφ４ ５ ０

４

５

4 5 0 6 9 0

流入管φ１ ０ ０

汚泥撹拌装置

２

汚泥移送エア リ フ トポンプ

放流エア リ フ ト ポンプ

嫌気ろ床槽　ろ材
（円筒状 ）

8 0 5

Ａ－Ａ断面図　 １／２ ０

3
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
7
5
0

1
4
5
0

2
6
0

1
2
6
0

Ｇ ． Ｌ

６

マンホールφ４ ５ ０

5 5

Ａ

5 1 0

７

薬剤筒

9
0 1
1
6

放流ポンプ

７

マンホールφ４ ５ ０

放流管φ３ ０
6
5
5

ＨＷＬ

ＬＷＬ

2 4 1 0

4 6 5

Ｇ ． Ｌ 3
0

1
0
0

7
4
0

1
6
0

ＣＡ－５放流ポンプ付 （歩行者荷重 ）

排気管φ５ ０

放流管φ３ ０

電線管ソケッ ト
Ｐ Ｆ管３ ６用

１

２

３

４

５

沈殿分離槽

嫌気ろ床槽

ピークカッ ト部

接触ろ床槽

処理水槽 ｍ ３

ｍ ３

ｍ ３

ｍ ３

ｍ ３

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

０ ． ３ １ ７

０ ． ６ ０ ０

０ ． １ ２ ０

０ ． ２ ９ ６

０ ． １ ６ ５

総　容　量 ｍ ３有効容量 １ ． ５ １ ３

機　器　装　置　仕　様

充填率 ４ ３％

充填率 ６ １％

充填率 ２ １％Ｐ Ｐ またはＰ Ｅ

Ｐ Ｐ またはＰ Ｅ

Ｐ Ｐ またはＰ Ｅ

６ 消毒槽 ｍ ３有効容量 ０ ． ０ １ ５

７ ｍ ３有効容量 ０ ． ０ ２ ９

嫌気ろ床槽ろ材 （円筒状 ）

接触ろ床槽ろ材 （ ロール状 ）

接触ろ床槽ろ材 （板状 ）

注５ ） 流入管 ・放流管工事は別途とする 。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする 。

注６ ） 臭突管工事は別途とする 。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする 。

注７ ） ブロワ付近にアース付きコンセン ト×３ を設置のこ と 。設置は浄化槽工事範囲外とする 。

注３ ） 図中の ” Ｇ ． Ｌ ” は浄化槽位置での仕上げレベルを示す。

注１ ） 上部は歩行者荷重とする 。

注２ ） 機器電源は単相１ ０ ０ Ｖ とする 。

注４ ） 浄化槽からブロワまでの距離は５ ｍ以内とする 。

φ４ ０以下～Ｖ Ｐ ・ φ５ ０以上～ＶＵ

メーカー仕様

配管仕様

露出配管 （ ブロワ廻り ） Ｖ Ｐ

注８ ） 岩掘削工事、杭工事、地盤改良工事、 ウェルポイン ト工事は別途とする 。

土中配管

槽内配管

消毒剤

マンホール

パイプ類

槽本体

固形塩素剤

Ｆ Ｒ Ｐ

Ｐ Ｖ Ｃ 、 Ｐ Ｐ またはＰ Ｅ

ブロワ

放流ポンプ槽

放流ポンプ

電線管

排気管

Ｐ Ｆ Ｄ ３ ６

放流ポンプ槽配管仕様

ＶＵ ５ ０

注１ ） 放流ポンプ槽の排気管は必ず接続のこ と 。接続工事は浄化槽工事範囲外とする 。

注３ ） 排気管は雨水配管や放流配管、他の汚水配管と絶対に合流接続しないこ と 。

注２ ） 排気管の放出部は、側溝の最大水位よ り １ ０ ０ ｍｍ以上 （目安 ） 上部に設置のこ と 。

注４ ） 排気管は途中で水溜りが起こるよ う なＶ字配管にしないこ と 。

注６ ） これらの処理を怠る と 、浄化槽内で発生したガスが浄化槽内、および電線管の接続先付近

　 　 　に設置している設備 ・機器の金属類を腐食し 、機器破損 ・障害の生ずるおそれがあ り ます。

注５ ） 電線管の両端はシ リ コンシーラン ト などで必ずコーキング処理のこ と 。

φ１ ３ 連続運転 １台６ ０ Ｌ／ｍ ｉ ｎ

８ ０ Ｌ／ｍ ｉ ｎ

平面図　 １／２ ０

1
5
0

1
0
01
0
0 1
8
9

Ｇ ． Ｌ

※基礎寸法は参考値とする

2
5
0

1
6
1

1 8 2

2 5 0

施工全高放流管底流入管底

施工高さ範囲

ＭＨ 嵩上げ高さ項　 　目

Ｇ ． Ｌ－５ ７ ０ ２ ０ ６ ０ Ｈ

　 　流入 ・放流管底は、製品規格で製品全高に対し±１ ０ ｍｍの公差があ り ます。

注 ） 製品全高は、製品規格で＋１ ０ 、－２ ０ ｍｍの公差があ り ます。

Ｇ ． Ｌ－４ ９ ０Ｇ ． Ｌ－５ ９ ０ ２ ０ ８ ０ Ｈ

Ｇ ． Ｌ－２ ９ ０Ｇ ． Ｌ－３ ９ ０ １ ８ ８ ０ Ｈ

最大寸法

最大寸法

最小寸法

３ ０ ０ Ｈ

３ ０ ０ Ｈ

１ ０ ０ Ｈボルト
ロ ッ ク

Ｇ ． Ｌ－４ ７ ０

簡易
ロ ッ ク

最小寸法 （ この図面 ）

最小寸法 （嵩上付 ）

Ｇ ． Ｌ－２ ６ ０ １ ７ ５ ０ Ｈ　 　 ０ Ｈ Ｇ ． Ｌ－１ ６ ０

Ｇ ． Ｌ－３ ２ ０ １ ８ １ ０ Ｈ　 ５ ０ Ｈ Ｇ ． Ｌ－２ ２ ０

Ｐ Ｐ またはＦ Ｒ Ｐ

２台φ３ ０ 自動交互運転１ ３ ０Ｗまたは１ ５ ０Ｗ

２ ０ ２ ４ １ １ 竹　山 森　口 Ｃ Ａ ０ ０ ５ Ｐ Ｅ Ｆ １ ２ ３

令和８年度島家住宅トイレ改修工事

参考図

Administrator
四角形

Administrator
四角形

Administrator
四角形

Administrator
四角形



５人槽用システム平面図

Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図

流入桝（別途客先手配）

５０Ａ（別途客先手配）

５０Ａ（別途客先手配）
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検知管

通気管

通気管 通気管有孔管６５ＶＵ 有孔管６５ＶＵ

有孔卵形ボール１５０φ×２４０

検知管

止水シート 止水シート拡水シート

拡水シート

有孔管５０ＶＵ

A

土砂防止ネット貼り付け

土砂防止ネット貼り付け

有孔卵形ボール１５０φ×２４０

有孔管６５ＶＵ

６５φキャップ（別途客先手配）

６５φキャップ（別途客先手配）

拡水シート

土砂防止ネット貼り付け

　
　

　

承 　 認 設 　 計 担 　 当 製 　 図 縮 　 　 　 尺

設 計 年 月 日

Ｎ ｏ ．

図 面 名 称

装 置 仕 様 歩行者仕様： １ 列設置

Ｓ Ｒ Ｓ －Ｃ Ｖ ２ １ －Ｅ Ｐ Ｓ 型　 浄化槽５ 人槽用（ ５ 基） 図面

有孔卵形ボール１５０φ×２４０

　施　工　面　長　：（０．４５　ｍ＋０．０１ｍ）×　５　基＝２．３ ｍ

※　　　　Ｈ１　：　　　　　　

　　　　　　　　　　５ 基とする

　　計画汚水量　：　１０００ Ｌ／日

処　理　能　力　：　　２００ Ｌ／基

必　要　基　数　：　１０００ Ｌ÷　２００　Ｌ＝５．０

　　　　　Ｈ２　：　　　　　　

1.浄化槽取扱指導要綱に準拠し、合併浄化槽放流水を敷地内処理する装置とする

5.処理装置の端より建築物、隣地境界までの距離は１ｍ以上とする

6.処理装置上部は歩行等により踏み固められる恐れがないこと

7.維持管理を適正に行うこと

3.粘土層等の透水性が悪い土壌への設置は行わないこと

4.地下水位が装置底面より１ｍ以上離れている場所で湿潤でない場所へ設置すること

2.雨水浸透ます付近及び雨水等の流入する恐れのない場所へ設置すること

流入桝（別途客先手配）

令和８年度島家住宅トイレ改修工事

参考図


